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生徒と教師の合い言葉

「気づき・考え・実行する」

第 ４２号 令和５年 ２月１０日（金）

２月９日（木）に県立高校前期選抜の倍率

が新聞発表され、徐々に緊張感が高まってき

ました。倍率の高くない高校もありますが、

今後、志願先変更があるのでまだ安心できま

せん。「慢心することなくさらに努力を継続す

ること」と生徒達には話をしました。面接の

ある生徒達は、学年の練習を開始しました。

入退室、立ち方座り方、

返事の仕方、声量等々基

本的な事柄を確認してい

ます。ある生徒には、「自

宅で鏡を見て声を出して自分

で質問し、自分が答える練習

をしましょう」などとアドバ 最後の生徒総会をしっかり参加しよう

イスしました。いよいよ残り

一ヶ月ラストスパートです。 授業計画と主な予定 下校 進学

国 数 英 理 社 ＊

13 月 15:30 自学

２月９日（木）の３・４校時に森林環境学習で

木材加工の体験を行いました。今回の作品は桐材 ○ NRT
で作る卒業証書ホルダーの加工を行いました。木

工房「MEGURO」の目黒照枝様と柳津町地域おこ
し協力隊、今回の卒業証書を漉いていただいた佐 社 英 道 総 体 ＊

藤美咲様を講師に迎えて実施しました。「昔、会津 14 火 15:30 自学

地域の家々では、女の子が生まれると桐を植えて ○校長先生による道徳

嫁がせるときに、その桐で作ったタンスを嫁入り

道具としてもたせる風習があっ

た」と聞いたことがあります。 国 理 数 社 生徒総会

桐は通気性が良く湿気に強い材 15 水 17:30 自学

質でしかも軽量で加工しやすい ○生徒会総会（５・６校時）

材料です。今回の学習を通して

その一端を体験しました。生徒

たちは,丁寧に優しく加工してい 数 理 英 体 国 ＊

た姿が印象的でした。 16 木 16:00 自学

○小６体験授業

２月１７日（金）から全校生で卒業式の練習が始 社 美 音 数 道 卒練

まります。その前に学年で、証書授与や入退場、 17 金 17:30 自学

返事等の練習を行います。今年の卒業式は例年に ○卒業式練習（６校時）

近いかたちで行う予定です。式歌は在校生が「流

れゆく雲を見つめて」卒業生が「変わらないもの」

です。感動ある卒業式をみんなでつくりあげてい

きたいと思います。
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